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　　　　４４億３，７００万円 

　１１％の増

一般会計
総　　額

昨年度当初
との比較　

　特集 大事なお金の使い道

※表中における計数は、それぞれ四捨五入しているため、計とは

一致しない場合があります。

安全で安心な

　災害に強い

　まちづくり



（３）広報めいわ　平成２３年４月１０日

活力ある　

町税３８．４％１，９２０，０００円給料自

主

財

源

基金等繰入５．６％２８０，０００円貯金の取崩

使用料・手数料・繰越金等７．６％３８０，０００円雑収入

交付税、国・県支出金等３６．６％１，８３０，０００円親からの仕送り依
存
財
源 町債１１．９％５９０，０００円借金

１００．０％５，０００，０００円合　　計

前年比（％）予 算 額事 業 名会 計

２．４８，５００万円後期高齢者医療

特 別
２．２１２億０，５００万円国民健康保険

５．６８億０，６００万円介護保険

△１３．６４億９，６００万円下水道事業

０．９２億２，９００万円収入収益的上水道　　

企 業
１．３２億２，７００万円支出

△   １．０５，２７０万円収入資本的　　　　

△２３．６１億１，４７０万円支出

人件費２０．５％１，０２５，０００円食費義
務
的
経
費

扶助費１０．９％５４５，０００円医療費など

公債費６．９％３４５，０００円ローン返済

物件費２０．０％１，０００，０００円光熱水費など

そ
の
他
の
経
費

維持補修費０．６％３０，０００円家の修繕費

補助費等１０．９％５４５，０００円各種会費

繰り出し金１０．０％５００，０００円子どもへの仕送り

積立金、貸出金、

予備費等
４．０％２００，０００円その他の費用

普通建設事業費１６．２％８１０，０００円家の増改築費用

１００．０％５，０００，０００円合　　計

予算を家計に見立てると勝

◆総収入額

◆総支出額

【特別会計および企業会計予算】

芋 允鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

芋 允鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

　町の財政と一般家庭と同列に扱うことは少し無理がありますが、年間収入

５００万円の家庭を想定して、次のように置き換えてみました。



（４）

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

健康づくり課 
　　　内線１２２

医師の診断を受けた不妊治療で、特定不妊治療（体外受精等）を除く検査費および治療費、薬
剤投与費（男性不妊も含む）の自己負担額の1/2を補助するもの（１年度上限１０万円）要保
健指導（役場保健師）

不妊治療費助成事業
（一般不妊治療費）

健康づくり課 
　　　内線１２２

特定不妊治療費（体外受精および顕微授精）の医療保険適用外の検査費および診療費を1/2補

助するもの（１年度上限１５万円）要保健指導（役場保健師）

不妊治療費助成事業
（特定不妊治療費）

健康づくり課 
　　　内線１２２

町に妊娠届書を提出したかたを対象に妊婦健康診査受診票を交付する。（１４回分）妊婦健康診査支援事業

住民福祉課
　　　内線１４４

お子さんが生まれたかたで出産前１年以上町内に居住するかた。ただし、１年に満たない場合は、
出産後１年を経過したかたを対象に支給（第１子１０万円、第２子２０万円、第３子以降３０万円）

出産祝金

健康づくり課 
　　　内線１２２

１歳～１５歳の子どもがインフルエンザ予防接種を受けた場合、１回につき費用の２分の１
（上限度額２０００円）を助成する。

子どものインフルエンザ
予防接種助成

住民福祉課
　　　内線１４４

ひとり親家庭等の児童の入進学時等に支度金を支給。こども園入園時１万円（町外の幼稚園・
保育園含む。再入園は除く）。小学校入学時１万２０００円。中学校進学時１万５０００円。中学卒時２万円。

ひとり親家庭等の児童の
入進学等支度金

住民福祉課
　　　内線１４４

町に居住する義務教育終了前の児童で、交通遺児となったかた（４・７・１０・１月の４回支給。乳幼
児１５００円・小学生２５００円・中学生３０００円いずれも月額）

交通遺児手当

住民福祉課
　　　内線１４４

身体障害者手帳の１級２級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の１級の交付を受けているか

た、７０歳以上のみの世帯、母子家庭世帯等で車のないかたを対象に基本料金分を補助

福祉タクシー利用料金助
成事業

住民福祉課
　　　内線１４４

在宅で生活される特定疾患（小児慢性特定疾患）医療受給者証をお持ちのかた、人工肛門装置

患者、人工透析療法対象者。年間３万６０００円※介護保険法の施設入所者、障害者自立支援法
の施設入所者および通所者は該当になりません。

特定疾患患者等見舞金支
給事業

住民福祉課
　　　内線１４４

在宅で生活される重度心身障害者（身体障害者手帳１級および療育手帳Ａ重、Ａ１、Ａ２）
※介護保険法の施設入所者、障害者自立支援法の施設入所者および通所者は該当になりません。
年間２万円

在宅重度心身障害者（児）
見舞金支給事業

住民福祉課
　　　内線１４４

６５歳以上の高齢者のみの世帯で（非課税世帯）バリアフリー化に係る住宅改造補修費補助
（上限５０万円）

高齢者住宅改造補修費補
助

社会福祉協議会
　　山８４・４０１３

町内在住の６０歳以上の原則としてひとり暮らしのかたを対象に月２回配付訪問（各地区民生委員さん
が調査とりまとめ社会福祉協議会に申請）

一人暮らし等高齢者給食
サービス事業

社会福祉協議会
　　山８４・４０１３

町内在住の寝たきり高齢者や重度心身障がい者のかたに年２回支給（各地区民生委員さんが調
査とりまとめ社会福祉協議会に申請）

寝たきり高齢者等への
紙オムツ等給付事業

住民福祉課
　　　内線１４４

町在住で身体または精神上の障害のため在宅の要介護４または５相当の高齢者を１年以上継続
して介護している６５歳以上のかたを対象に支給（一人当たり年８万円または１０万円）

介護慰労金支給事業

健康づくり課 
　　　内線１２４

国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入されているかたで、人間ドックを受診した場合、日帰り
１万５０００円、一泊二日３万円、脳ドック単独１万５０００円、日帰り＋脳ドック３万円を助成（ただし、特定
健康診査等を受けたかたや国民健康保険税もしくは後期高齢者医療保険料を滞納している場合は除く）

人間ドック等検診費助成金
（国民健康保険または後期
高齢者医療保険）

算福　祉

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

企画財政課 
　　　内線２２２

町内の団体等が自主的に行うまちづくりを支援。スタート部門…まちづくり団体の設立に対して
の助成。チャレンジ部門…具体的なまちづくり事業実施に係る助成

元気な華の里づくり支援
事業助成金

算まちづくり

問い合わせ先説　　　　　　明資金の名称

経済建設課 　　　
　　　内線１５３

事業用運転資金・設備資金（融資限度額１２５０万円）小口資金

経済建設課
　　　内線１５３

中小企業対象の店舗増改築・近代化のための機械設備・公害防止設備資金（融資限度額５００万円）
保証料の２分の１および利子の３分の１を町が補助。

中小企業設備近代化資金

経済建設課 
　　　内線１５３

店舗の新築・店舗の増改築・駐車場設置・店内外施設の改造増設（融資限度額２０００万円）商業設備近代化資金

経済建設課 
　　　内線１５３

医療費・冠婚葬祭費・教育費・耐久消費財購入費等（融資限度額１００万円）勤労者生活資金

算資金貸付

　町では、次のとおり各種補助金を取り扱っています。該当になると思われるかたは、お問い合わせ

ください。



（５）広報めいわ　平成２３年４月１０日

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

学校教育課 
　　山８４・３１１５

広島・長崎・沖縄等の平和施設等への研修が計画されている場合。町内在住の小学生２万円
以内。中学・高校生４万円以内を補助。（終了後報告書提出あり）

平和研修事業補助金

海洋センター 
　　山８４・５５１１

小笠原体験クルーズ（２人限定２分の１補助）・沖縄体験セミナー（２人限定２分の１補助）少年の船補助金

算教　育

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

総務課 
　　　内線２１２

７０歳以上のかたで運転免許証を自主的に返納されるかたにタクシー利用券を交付します（一精算
５００円×２４枚限定）。また、住民基本台帳カードも希望されるかたに無料交付いたします。

高齢者運転免許自主返納
支援事業

総務課 
　　　内線２１２

チャイルドシート購入時の費用を２分の１補助（上限１万５０００円）
乳幼児用補助装置購入費
補助金

経済建設課
　　　内線１５３

町内に1年以上居住しているかたが、町内業者を利用して自宅の修繕等を行った場合にその経
費の一部を補助。工事金額が20万円以上（消費税を除く）で、工事費の５％を補助（上限10万円まで）

住宅リフォーム補助金

環境水道課 
　　　内線１７３

５人槽２７万９０００円・６～７人槽３６万円・８～１０人槽４７万７０００円（下水道認可区域は除く）浄化槽設置費補助金

環境水道課 
　　　内線１７３

単独浄化槽やし尿汲み取り槽から合併浄化槽に転換する場合に１０万円を補助
（下水道認可区域は除く）

単独浄化槽廃止転換費
補助

環境水道課 
　　　内線１７３

単独浄化槽等から合併浄化槽に転換する場合に更に１０万円が上乗せされる県の補助金です。浄化槽（エコ補助金）

環境水道課 
　　　内線１７３

避妊手術　犬１頭につき １万円・猫８０００円
断種手術　犬１頭につき５０００円・猫３０００円　※手術を受ける前に申請をしてください。

犬および猫避妊等手術費
補助金

住民福祉課
     　内線１４３

明和町に居住する者の火葬費用に対し、交付金を支給する。１２歳以上３万円、１２歳未満２万円、
死産児１万円を上限とし、支払った費用を支給する。（火葬してから１年以内に申請するものとする）

火葬費用交付金

都市計画課
     　内線１３４

昭和５６年５月３１日以前に在来軸組工法で建築された戸建て住宅又は併用住宅に対して、無料で耐震診断者を
派遣し、耐震診断を行います。ただし、耐震診断者の交通費１,０００円の実費負担があります。(随時受付　先着２０戸まで)

木造住宅耐震診断者
派遣事業

都市計画課
     　内線１３４

民間建築物の壁、柱、天井等に吹き付けられたアスベスト等の含有調査を実施する場合、上限２５万円
までの補助金を交付します。(随時受付　先着１０戸まで)

民間建築物アスベスト
含有調査事業費補助金

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称

環境水道課 
　　　内線１７２

住宅用太陽光発電システムを設置した町民。１kＷ／h当たり３万円（最大５kＷ／hまで）　　　　
住宅用太陽光発電システ
ム設置補助金

環境水道課 
　　　内線１７２

４基以下の場合は工事費の３分の１とし、設置基数（最高４基まで）に１万５０００円を乗じた額を
限度とする。５基以上の場合は工事費を設置基数で割り、３分の４を乗じた額とし、６万円を上限
とする。

雨水浸透桝設置費補助
金

環境水道課 
　　　内線１７２

購入費用の２分の１とし、生ごみ処理槽は、１基当たり３０００円、生ごみ処理容器は１基当たり１０００円、
生ごみ処理機は１基当たり３万円を限度とする。

ごみ減量化器具購入費助
成金

環境水道課 
　　　内線１７２

低公害車を自ら使用するため購入したかたで、登録時で１年以上町に在住し、車両を新車で購入
したかた。車両価格の２％が対象（上限５万円）新規登録をされた日から１年以内に申請を

低公害車購入費補助金

環境水道課
　　　内線１７２

対象システムを設置するにあたり設置費用の１０％を補助（上限５万円）太陽熱高度利用補助金

経済建設課 
　　　内線１５３

町内に事業所があり町内で１年以上事業を営む中小企業者が、ISO９００１・ISO１４００１シリーズ
認証取得にかかる経費の内、審査登録機関に支払う審査登録費（上限３０万円）を補助

ＩＳＯ認証取得事業奨励金

問い合わせ先説　　　　　　明補助金の名称　

環境水道課
　　　内線１７４

下水道に接続するために浄化槽を廃止する場合の補助（１件３万円）                                     浄化槽廃止補助金　　　

環境水道課
　　　内線１７４

生活扶助世帯のかたが下水道に接続するための工事費の補助（全額）水洗便所改造費補助

環境水道課
　　　内線１７４

下水道へ早期（１年以内）に接続するかたに補助（５万円）早期接続特別奨励金

算環　境

算下水道

算生　活

平成２３年度　町の各種補助金等のお知らせ
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物
資
を
送
る

　
平
成
　
年
３
月
　
日
午
後
発
生
し
た
東
日
本
巨
大
地
震
は
、
M
９
・
０
と
世
界
最
大
級
の
地
震
で
、
巨
大
津
波

２３

１１

が
発
生
、
２
万
７
千
人
超
の
犠
牲
者
を
出
し
た
未
曽
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
明
和
町
か
ら
は
、
町
民
の
心
温
ま
る
支
援
物
資
が
茨
城
県
大
洗
町
、
福
島
県
矢
吹
町
、
泉
崎
村
、
い
わ
き
市
な

ど
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
で
も
東
日
本
巨
大
地
震
に
よ
る
、
数
百
件
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
　
日
支
援
物
資
（
毛
布
・

１８

下
着
・
靴
下
・
米
・
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
・
缶
詰
・
日
用
雑
貨
等
々
）

を
明
和
中
生
徒
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
の
協
力
で
仕
分
け
梱

包
し
、
車
一
杯
に
積
み
込
み
大
洗

町
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

支援物資を乗せ出発

地震対策本部を３月１１日１４：５５に設置、直ちに対策の検討に入る

支援物資を積み込む明中生徒

お米の小分け作業をするボランティアのかた



（７）広報めいわ　平成２３年４月１０日

震災特集

ぐし
瓦が
破損
した
屋根
（斗
合田
地区
）

倒壊崩落したブロック塀（大佐貫地区）

亀裂が入り倒壊寸前の鳥居（江口地区）

液状化現象で水や砂が噴出した、こども園庭（田島地区） 隆起した道路（矢島地区）

　
明
和
町
で
は
、
家
屋
倒
壊
や
火

災
等
大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
屋
根
瓦
損
壊
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
等
の
被
害
が
在
り

ま
し
た
。
被
害
件
数
内
訳
は
、
屋

根
瓦
４
８
１
件
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
件
、
そ
の
他
　
件
で
す
。

４８

２８

も
し
地
震
が
発
生
し
た
ら

　
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
ず
に
、

①
机
の
下
に
隠
れ
る
、
②
座
布
団

や
本
で
頭
を
保
護
す
る
、
③
火
を

消
す
、
④
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
逃

げ
道
を
作
る
、
な
ど
を
行
い
安
全

を
見
極
め
て
か
ら
、
屋
外
に
避
難

さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
防
災
グ
ッ
ズ
や
非
常
持
ち
出
し

品
の
準
備
は
、
常
日
頃
怠
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家

族
で
避
難
場
所
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
集
合
場
所
を
決
め
て
お
く

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

明
和
町
の
被
災
状
況

倒壊した墓石（大佐貫地区）



（８）

　
　

作
品
展
表
彰

【
公
民
館
ま
つ
り
作
品
展
受
賞
者
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

□
書
き
初
め（
小
学
生
の
部
）

▽
１
年
生
金
賞
 津
川
徳
美
　
銀

賞
 小
林
未
奈
　
銅
賞
 清
水
梨
花

▽
２
年
生
金
賞
 坂
上
拓
瑠
・
川
瀬

莉
穂
　
銀
賞
 横
塚
詩
結
・
小
松
原

麗
司
　
銅
賞
 太
田
実
希
・
太
田
麻

友
▽
３
年
生
金
賞
 奥
寺
萌
衣

▽
４
年
生
金
賞
 角
田
安
未
　

銀
賞
 高
橋
結

▽
５
年
生
金
賞
 松
本
菜
摘
　
銀

賞
 関
口
悠
華
　
銅
賞
 田
名
網
祐

美
▽
６
年
生
金
賞
 片
岡
万
優
子

銀
賞
 荒
井
美
怜
・
奥
澤
寿
音

銅
賞
 片
島
瑠
菜
・
武
田
有
紀

武
田
早
織

□
書
き
初
め（
中
学
生
の
部
）

金
賞
 石
塚
希
実
・
石
﨑
麻
衣

銀
賞
　
 村
和
輝
・
浅
見
咲
希

□
書
き
初
め（
一
般
の
部
）

金
賞
 井
﨑
巌
　

銀
賞
 片
岡
万
里
子
・
奥
澤
茉
那
　

銅
賞
 石
村
育
子
・
鈴
木
ス
ミ

□
作
文（
小
学
生
の
部
）

▽
１
年
生
　
森
天
音
・
岡
部
匡
紀

菊
池
愛
生
・
板
橋
萌
香
・
泉
田
瑞
揮

▽
２
年
生
　
奈
良
貴
央
・
赤
松
光

希
・
大
野
航
希
・
坂
上
拓
瑠
▽
３
年

生
　
青
木
雅
玖
人
・
矢
島
穂
乃
実

宮
元
佐
栄
子
▽
４
年
生
　
奥
澤
緩

南
・
清
水
陸
斗
・
荒
川
瑞
絵
・
佐
藤

友
人
里
▽
５
年
生
　
奈
良
祐
佳
　

関
口
悠
華
・
藤
野
七
海
▽
６
年
生

江
森
航
平
・
野
中
蒼
生
・
荒
川
紀
香

□
作
文（
中
学
生
の
部
）

▽
１
年
生
　
佐
藤
里
咲
・
丸
山
詩
織

森
谷
み
ず
き
▽
２
年
生
　
太
田
紅
瑠

美
・
清
水
沙
耶
・
大
隈
智
佳

　
一
年
間
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
３
月
５
日
・

６
日
の
２
日
間
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
自
主
グ
ル
ー
プ
や
公
民
館
主
催
講
座
な
ど
の
　
団
体
、
会

２５

員
２
８
５
人
が
約
４
０
０
点
の
作
品
を
展
示
。
書
道
、
切
り
絵
、
俳
句
、

生
花
、
手
芸
、
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
な
ど
一
年
間
通
じ
て
作
成
し
て
き

た
力
作
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
、
訪
れ
た
か
た
が
た
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

風船つり、やっとつれたよ！

ヤッター！　“カン積み上げ成功”

一
年
の
成
果
を
も
ち
寄
り
、
ふ
れ
あ
い
学
び
楽
し
む

公民
館ま
つり

　　
生涯
学習

フェ
ステ
ィバ
ル



（９）広報めいわ　平成２３年４月１０日

展示品に見入る来場者

表彰を受ける児童　

熱演の三味線合奏

懐
か
し
い
遊
び
で
一
日
楽
し
く

けん玉に興ずる参加者

【
子
ど
も
育
成
会
連
絡
協
議
会
】

□
家
族
画
コ
ン
ク
ー
ル

大
賞
 田
村
愛
依
（
４
年
生
）

▽
１
年
生
金
賞
 泉
田
美
虹
　

銀
賞
 矢
島
夢
華
・
石
﨑
菜
月

銅
賞
 泉
田
瑞
揮
・
津
川
徳
美

▽
２
年
生
金
賞
 本
澤
す
み
れ

銀
賞
 太
田
麻
友
　

銅
賞
 大
津
舞
夏
・
中
川
綾
望

▽
３
年
生
金
賞
 櫻
井
誠
也
　

銀
賞
 長
崎
愛
由
美

▽
４
年
生
金
賞
 笹
野
実
奈
美

銀
賞
 坂
野
舞
　
銅
賞
 酒
井
瑞
貴

▽
５
年
生
金
賞
 大
津
嘉
菜

銀
賞
 石
﨑
彩
乃

▽
６
年
生
金
賞
 永
井
美
梨
菜

【
明
和
町
ふ
る
さ
と
風
景
普
及
事

業
作
品
展
】

□
ぬ
り
絵
の
部

▽
小
学
生
以
下
の
部
（
未
就
学
児
）

最
優
秀
賞
 関
口
絵
梨

優
秀
賞
 横
塚
楓
芽
・
田
村
玲
利
亜

石
水
美
優
・
山
形
愛
・
太
田
直
岐

入
選
 中
島
瑠
菜
・
阿
部
美
咲

関
根
知
美
・
加
藤
結
菜
・
森
大
和

金
子
凜
咲
・
織
田
暁
斗
・
角
田
葵

野
村
来
望
・
秋
田
凜
々
花
・
坂
上

翔
琉
・
岡
安
桃
花
・
村
田
真
和
都

奈
良
瞳
舞
・
恩
田
雪
華

▽
小
学
生
以
下
の
部
（
低
学
年
）

最
優
秀
賞
 小
林
未
奈

優
秀
賞
 江
森
大
智
・
田
村
利
永

瑠
・
入
選
 小
島
千
佳

▽
小
学
生
以
下
の
部
（
高
学
年
）

最
優
秀
賞
 小
林
優
里
　
優
秀
賞

奥
澤
緩
南
　
入
選
 横
塚
悠
真

▽
中
学
生
以
上
の
部
（
一
般
）

最
優
秀
賞
 石
川
ヒ
ロ
子
　
優
秀

賞
 斎
藤
栄
子
　
入
選
 小
島
陽
子

　
社
会
体
育
館
で
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
空

き
缶
積
み
や
将
棋
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

古
本
交
換
会
、
昔
な
つ
か
し
い

ベ
ー
ゴ
マ
、
お
手
玉
、
け
ん
玉
、

ダ
ル
マ
お
と
し
な
ど
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
か
た
が
た
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
一
方
公
民
館
で
は
、
模
擬
店
で

の
、
う
ど
ん
や
あ
ん
み
つ
の
販
売
、

子
ど
も
料
理
教
室
の
手
作
り
お
菓

子
の
販
売
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に

よ
る
味
噌
お
で
ん
の
販
売
、
茶
道

ク
ラ
ブ
に
よ
る
お
茶
会
な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
講
堂
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

や
　
団
体
が
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踏
な

１６
ど
　
演
目
を
披
露
。
会
場
か
ら
は

１９
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。



（１０）

　
３
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
児
童
た
ち
が
体
育
館
の
フ
ロ

ア
ー
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
と
、
各

グ
ル
ー
プ
に
は
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

社
の
ス
タ
ッ
フ
の
か
た
が
た
（
東

小
で
は
５
人
、
西
小
で
は
　
人
）

１４

と
両
校
と
も
担
任
や
理
科
専
科
の

先
生
た
ち
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

１
名
ず
つ
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
専
門
的

な
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、
個
々

の
児
童
の
疑
問
や
関
心
な
ど
に
即

し
た
的
確
な
支
援
を
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
線
を

使
っ
て
の
コ
イ
ル
作
り
で
は
“
つ

ま
楊
枝
”
を
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の

ホ
ー
ン
作
り
で
は
“
ウ
エ
ッ
ト

テ
ッ
シ
ュ
”
を
使
い
、
よ
り
手
際

よ
く
簡
単
に
製
作
出
来
る
よ
う
な

細
か
な
配
慮
も
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
製
作
を
始
め
て
か
ら
１
時
間
ほ

ど
経
過
す
る
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を

完
成
さ
せ
た
児
童
た
ち
が
出
始
め

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
厚
紙
で

作
っ
た
ラ
ッ
パ
状
の
ス
ピ
ー
カ
ー

に
耳
を
付
け
、
音
が
聞
こ
え
た
瞬

間
、「
わ
ぁ
、
聞
こ
え
た
！
」
、「
す

げ
ぇ
ー
！
」、「
お
や
ぁ
、
英
語
の

歌
声
か
な
」
な
ど
の
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
東
小
の
奥
澤
 吏
生
 さ
ん
は
、

り

お

「
今
日
の
実
験
は
、
ち
ょ
っ
と
難

し
か
っ
た
か
な
。
で
も
、
理
科
は

い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
で
、

わ
た
し
に
と
っ
て
は
一
番
好
き
な

教
科
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　本町大輪にある半導体検査機器メーカーのアドバンテストアカデミーは、明和東小

と明和西小の両校で「第１３回　理科工作教室」を開きました。今回は、５年生（東小

２９人、西小７４人）が、理科の「電流の生み出す力」の単元学習の中での“発展的な学

習活動”として、厚紙やびんキャップ、乾電池などの身近な材料を使い、フェライト

磁石を利用した“簡易スピーカー作り”に挑戦しました。             　　

　

◇
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
き
め
細
か
な
支
援

奥澤吏生さん

企業スタッフのかたがた

地元企業の支援で
　スピーカー作りに挑戦 



（１１）広報めいわ　平成２３年４月１０日

　
野
村
校
長
先
生

は
「
理
科
の
学
習

に
お
け
る
“
実
験
”

や
“
体

験
”
は
、

一
人
一
人
の
児
童
が
自
ら
学
習

へ
の
意
欲
化
を
図
っ
た
り
、
問

題
解
決
的
な
力
を
つ
け
た
り
す

る
の
に
は
大
変
有
効
な
学
習
方

法
で
す
。

　
ま
た
、
今
回

の
取
組
は
、
児

童
た
ち
に
と
っ

て
教
師
以
外
の

大
人
と
の
ふ
れ

あ
い
か
ら
得
る

も
の
も
大
き
く
、

“
本
物
”
と
“
専

          

 門
家
”
に
接
し

て
学
べ
る
貴
重
な
機
会
に
も
な

り
、
そ
こ
に
も
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
と
地
元

企
業
と
の
連
携
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
企
業
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
両

校
と
の
協
働
の
取
組
は
、
平
成
　１７

年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
実
施
内
容
は
、
主
に
中
・
高

学
年
生
を
対
象
に
し
た
ス
ピ
ー

カ
ー
作
り
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
よ

る
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
で
す
。

　
ま
た
、
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
社
内

に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
（
野
生
の
小

生
物
が
生
存
で
き
る
よ
う
に
し
た

川
や
池
等
）
の
見
学
会
も
低
学
年

の
「
生
活
科
」
の
体
験
学
習
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
協
働
に
よ
る
取
組
は
、
本
町

内
に
限
ら
ず
、
近
隣
自
治
体
の
小

学
校
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
理
科
工
作
教
室
」
を

主
催
し
た
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
鈴

木
 晋
 さ
ん
は
、「
学
校
と
の
連
携

し
ん

と
協
働
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に

理
科
体
験
の
面
白
さ
を
伝
え
、
少

し
で
も
理
科
離
れ
に
歯
止
め
を
か

け
た
い
で
す
。
ま
た
、
物
作
り
企

業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
、

地
域
の
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責

任
も
き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

一
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
 中
谷
 隆
之
さ

な

か

た

に

ん
は
、「
子
ど
も
の
頃
の
楽
し
い

物
作
り
体
験
が
、
将
来
の
職
業
選

択
に
生
き
る
場
合
が
あ
り
、
自
分

が
技
術
系
の
仕
事
に
就
い
た
イ
ン

パ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の

取
組
も
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
で

す
。」
と
願
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

前 明和西小　野村正人校長

　
こ
の
取
組
は
、
地
元
企
業
と

学
校
と
の
連
携
や
協
働
の
あ
る

べ
き
姿
、
即
ち
企
業
ス
タ
ッ
フ

と
教
師
と
に
よ
る
綿
密
な
事
前

打
合
せ
や
一
体
化
し
た
指
導
と

支
援
の
在
り
方
等
を
提
示
し
て

い
ま
す
。
企
業
側
は
、
深
い
専

門
性
と
 緻
密
 な
計
画
性
と
に
裏

ち
み
つ

打
ち
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
遺
憾
無
く
発
揮
し
、
一
方
学

校
側
は
、
こ
の
活
動
を
「
電
流
の

生
み
出
す
力
」
と
い
う
理
科
の
単

元
計
画
の
中
に
発
展
的
な
学
習

活
動
と
し
て
位
置
付
け
、
明
確

な
展
望
を
描
い
て
い
ま
し
た
。 
 

　
体
験
活
動
の
場
面
で
は
、
学

習
者
が
試
行
錯
誤
で
き
る
“
ゆ
と

り
”
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
習
者
が
疑
問
に
思
っ
こ
と
や

確
か
め
た
い
こ
と
な
ど
を
繰
り

返
し
追
求
で
き
、
課
題
を
解
決

し
て
い
く
態
度
を
養
え
る
実
践

で
し
た
。
最
後
に
は
学
習
者
そ

れ
ぞ
れ
が
ス
ピ
ー
カ
ー
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感

や
成
功
感
を
味
わ
え
る
活
動
で

も
あ
り
ま
し
た
。　

　
児
童
た
ち
の
ス
ピ
ー
カ
ー
作

り
に
没
頭
す
る
生
き
生
き
と
し

た
目
の
輝
き
と
、
体
育
館
に
響

き
渡
っ
た
完
成
時
の
大
き
な
歓

声
が
強
く
印
象
に
残
る
取
材
で

し
た
。

  取
材
を
終
え
て

　

◇
理
科
体
験
の
面
白
さ
で

　
　
　
理
科
離
れ
を
ス
ト
ッ
プ

チームリーダーの鈴木晋さん

企業スタッフからの指導を真剣に受ける児童

今、学校では

これからも

地元企業と連携して



（１２）

　　   　
年
度
の
区
長
・
副
区
長
・
環

２３
境
保
健
委
員
・
副
環
境
保
健
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
退
任
さ
れ

た
か
た
に
は
、
永
い
間
町
行
政
の

た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
区
　
長
】

斗
合
田
　
砂
賀
　
和
夫
（
再
）

下
江
黒
　
中
村
　
昭
一
（
新
）

上
江
黒
　
篠
原
　
喜
次
（
新
）

千
津
井
　
深
野
　
良
作
（
新
）

江
　
口
　
飯
塚
　
正
弘
（
再
）

田
　
島
　
奈
良
　
松
男
（
再
）

南
大
島
　
小
野
　
知
宥
（
再
）

新
　
里
　
北
堀
　
朝
俊
（
再
）

中
　
谷
　
小
川
　
克
美
（
再
）

梅
　
原
　
立
川
　
博
康
（
再
）

川
　
俣
　
石
塚
　
一
生
（
再
）

須
　
賀
　
田
口
　
岩
夫
（
新
）

大
　
輪
　
吉
田
　
友
也
（
再
）

入
ケ
谷
　
岩
﨑
彌
太
郎
（
新
）

矢
　
島
　
石
﨑
　
秀
文
（
再
）

大
佐
貫
　
薗
田
　
悦
彦
（
新
）

【
副
区
長
】

斗
合
田
　
飯
島
　
茂
雄
（
再
）

下
江
黒
　
小
林
　
正
敏
（
新
）

上
江
黒
　
森
原
　
平
八
（
新
）

千
津
井
　
酒
井
　
義
雄
（
新
）

江
　
口
　
須
永
　
賢
一
（
再
）

田
　
島
　
北
島
　
健
一
（
再
）

南
大
島
　
武
井
　
英
夫
（
再
）

南
大
島
　
蓮
見
　
和
正
（
新
）

新
　
里
　
堀
口
　
純
一
（
再
）

新
　
里
　
小
田
木
邦
夫
（
再
）

中
　
谷
　
伊
藤
　
静
夫
（
再
）

中
　
谷
　
島
田
　
吉
雄
（
再
）

梅
　
原
　
山
野
井
文
治
（
再
）

川
　
俣
　
薗
部
　
正
邦
（
新
）

須
　
賀
　
落
合
　
芳
雄
（
新
）

大
　
輪
　
福
田
　
　
進
（
再
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
　
滋
（
新
）

矢
　
島
　
大
野
　
雄
吉
（
新
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
嘉
一
（
新
）

【
環
境
保
健
委
員
】

斗
合
田
　
常
見
　
昌
利
（
再
）

下
江
黒
　
佐
々
木
　
誠
（
新
）

上
江
黒
　
石
川
　
正
明
（
新
）

千
津
井
　
山
岸
　
茂
男
（
新
）

江
　
口
　
多
田
　
榮
助
（
再
）

田
　
島
　
北
島
　
　
勇
（
新
）

南
大
島
　
蓮
見
　
昭
和
（
新
）

新
　
里
　
野
本
　
利
一
（
新
）

中
　
谷
　
坂
上
　
宗
次
（
新
）

梅
　
原
　
始
澤
　
清
紀
（
新
）

川
　
俣
　
藤
野
　
泰
博
（
再
）

須
　
賀
　
根
岸
　
照
示
（
再
）

大
　
輪
　
齋
藤
　
喜
作
（
新
）

入
ケ
谷
　
廣
瀬
　
守
孝
（
再
）

矢
　
島
　
加
藤
　
邦
男
（
再
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
信
治
（
新
）

【
副
環
境
保
健
委
員
】

斗
合
田
　
阿
部
　
政
男
（
再
）

下
江
黒
　
寺
本
　
修
二
（
新
）

上
江
黒
　
飯
野
　
元
文
（
新
）

千
津
井
　
横
塚
　
修
一
（
新
）

江
　
口
　
新
井
　
輝
武
（
再
）

田
　
島
　
矢
澤
　
春
中
（
新
）

南
大
島
　
加
藤
　
　
博
（
新
）

新
　
里
　
始
澤
　
和
正
（
新
）

中
　
谷
　
宮
川
　
信
廣
（
新
）

梅
　
原
　
立
木
幹
一
郎
（
新
）

川
　
俣
　
石
﨑
　
清
史
（
再
）

須
　
賀
　
柿
﨑
　
一
男
（
新
）

大
　
輪
　
早
川
　
幸
男
（
新
）

入
ケ
谷
　
早
川
彦
太
郎
（
新
）

矢
　
島
　
泉
田
　
光
男
（
再
）

大
佐
貫
　
折
原
　
清
史
（
新
）

　
年
度
の
区
長
・
環
境
保
健
委
員
さ
ん
等
を
ご
紹
介
し
ま
す

２３町
職
員
・
教
職
員
・
消
防
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

役員紹介と職員などの人事異動

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
環
境
水
道
課
　
　
　
内
線
１
７
２

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
４
月
１
日
付
で
、
町
職
員
、
小
・

中
学
校
教
職
員
、
消
防
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
）

◎
町
職
員

【
町
長
部
局
な
ど
】
 
  （
　
）
内
は
前
職

■
課
長
級
 　
▽
住
民
福
祉
課
長
　
谷
津

弘
江
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
係
長
事
務

取
扱
）　
▽
会
計
管
理
者
兼
出
納
係
長

事
務
取
扱
　
原
口
　
享
（
住
民
福
祉
課

長
）

■
係
長
級
　
▽
税
務
課
住
民
税
係
長
　

島
田
欣
重
（
経
済
建
設
課
産
業
振
興
係

長
兼
企
業
誘
致
推
進
室
係
長
）　
▽
健

康
づ
く
り
課
介
護
保
険
係
長
　
奈
良
英

雄
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）　
▽

経
済
建
設
課
産
業
振
興
係
長
兼
企
業
誘

致
推
進
室
係
長
　
高
際
伸
互
（
総
務
課

総
務
係
長
）　
▽
経
済
建
設
課
建
設
係

長
　
篠
木
加
仁
（
都
市
計
画
課
都
市
計

町長より嘱託書を受ける区長
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解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　

小・中学校、こども園の外国語指導助

手（ＡＬＴ）と新しい英語保育支援助手

（ＡＣＥ）を紹介します。

【小学校】

■氏名　ニコラス・プラント

■出身　アメリカ

■趣味・特技　ジョギング、読書

【中学校】

■氏名　ジェイソン・グラント

■出身　アメリカ

■趣味・特技　三味線、映画鑑賞、翻訳

【こども園】

■氏名   コニースタ・ラアーニ

■出身　イギリス

■趣味・特技　ピアノ、読書、俳句・

短歌、料理、旅行

■氏名　エミリン・プラ

■出身　フィリピン・カナダ両国籍

■趣味・特技　ハイキング、旅行、バ

レーボール、テニス

英語保育支援助手と

外国語指導助手の紹介 画
係
長
）　
▽
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係
長
　
瀬
下
嘉
彦
（
経
済
建
設
課
建
設

係
長
）　

■
一
般
職
級
　
▽
健
康
づ
く
り
課
主
査

清
水
美
津
江
（
出
納
係
主
査
）　
▽
都
市

計
画
課
主
査
　
高
瀬
　
磨
（
住
民
福
祉

課
主
査
）
▽
出
納
係
主
事
　
香
山
か
お

り
（
健
康
づ
く
り
課
主
事
）　
▽
議
会
事

務
局
書
記
　
堀
口
香
里
（
企
画
財
政
課

主
査
）

【
新
採
用
】

▽
住
民
福
祉
課
主
事
補
　
礒
川
　
光

▽
健
康
づ
く
り
課
保
健
師
　
長
濱
純
子

▽
経
済
建
設
課
兼
企
業
誘
致
推
進
室
主

事
補
　
堀
　
侑
介
　
▽
学
校
教
育
課
出

向
　
石
倉
麻
裕
美

【
公
益
的
法
人
派
遣
】

                           （
　
）
内
は
前
職

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
　
田
端

　
栄
（
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
長
）

【
教
育
委
員
会
部
局
】
（
　
）
内
は
前
職

■
課
長
補
佐
級
 　
▽
生
涯
学
習
課
課
長

補
佐
兼
中
央
民
館
館
長
　
 高
橋
伸
吉

（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育

係
長
）　
▽
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 北
島
　
充

（
明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

■
係
長
級

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
　
蓮
見

幸
夫
（
健
康
づ
く
り
課
介
護
保
険
係
長
）

▽
学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長
　
石
島

秀
一
（
生
涯
学
習
課
中
央
公
民
館
館
長
）

▽
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
　
谷
津

弘
子
（
生
涯
学
習
課
海
洋
セ
ン
タ
ー
所

長
）

■
一
般
職
級
　
▽
生
涯
学
習
課
係
長
代

理
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
　
石
川
春
男

（
生
涯
学
習
課
主
査
）　
▽
生
涯
学
習
課

主
査
　
島
田
　
聡
（
経
済
建
設
課
兼
企

業
誘
致
推
進
室
主
査
）　
▽
生
涯
学
習

課
主
査
　
篠
木
正
和
（
学
校
教
育
課
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
退
職
】（
３
月
　
日
付
）

３１

▽
荻
野
康
男
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
住

民
税
係
長
）　
▽
高
橋
初
美
（
議
会
事
務

局
書
記
）　
▽
須
藤
し
げ
子
（
学
校
教
育

課
主
査
）　
▽
野
木
村
　
崇
（
学
校
教
育

課
学
校
指
導
係
長
）

◎
教
職
員

■
転
出
　
　
　（
　
）
内
は
転
出
先

▽
東
小
教
頭
　
荒
木
文
夫
（
太
田
駒
小
）

▽
東
小
主
幹
事
務
長
　
熊
倉
里
子
（
館

林
三
中
）　
▽
西
小
校
長
　
野
村
正
人

（
板
倉
西
小
）　
▽
西
小
教
諭
　
小
山
恵

司
（
板
倉
西
小
）　
▽
同
　
井
戸
貴
子

（
邑
楽
長
柄
小
）　
▽
同
　
土
屋
友
則

（
千
東
小
）　
▽
同
　
砂
賀
由
美
子
（
館

林
一
小
）

▽
明
和
中
教
諭
　
柿
沼
廣
次
（
館
林

多
々
良
中
）　
▽
同
　
大
房
崚
介
（
太
田

城
東
中
）　

■
転
入
　
　
　
　（
　
）
内
は
転
入
先

▽
東
小
教
頭
　
野
木
村
　
崇
（
明
和
町

教
育
委
員
会
）　
▽
東
小
主
幹
事
務
長

小
島
時
広
（
太
田
北
中
）　
▽
東
小
教
諭

丸
山
絵
里
砂
（
邑
楽
中
野
東
小
）　
▽
同

丸
山
千
秋
（
邑
楽
中
野
小
）　
▽
西
小
校

長
　
武
井
　
淳
（
板
倉
西
小
）　
▽
西
小

教
諭
　
赤
石
光
章
（
千
代
田
東
小
）
▽

同
　
蛭
間
美
枝
（
板
倉
東
小
）　
▽
明
和

中
校
長
　
藤
江
利
久
（
邑
楽
長
柄
小
）　

▽
明
和
中
教
諭
　
大
谷
純
一
（
桐
生
広

沢
小
）　
▽
明
和
中
養
護
教
諭
　
柳
下

直
美
（
館
林
三
中
）

■
新
採
用
　
▽
西
小
教
諭
　
高
際
幸
治

▽
明
和
中
教
諭
　
打
木
督
宏

■
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

▽
明
和
中
校
長
　
山
田
孝
充

◎
消
防
職
員

■
転
出
　
　
　（
　
）
内
は
転
出
先

消
防
第
１
係

▽
角
田
英
夫
（
邑
楽
）　
▽
上
田
欣
吾

（
北
分
署
）　

消
防
第
２
係

▽
斎
藤
典
之
（
千
代
田
）　
▽
雜
賀
亮
介

（
館
林
）

■
転
入
　
　
　（
　
）
内
は
前
任
署

消
防
署
長
　

▽
橋
本
富
男
（
邑
楽
）

消
防
第
１
係

▽
石
川
敏
雄
（
千
代
田
）　
▽
織
田
誠
久

（
邑
楽
）　
▽
橋
本
達
也
（
邑
楽
）　
▽
吉

田
　
茂
（
板
倉
）　

■
新
採
用

消
防
第
１
係

▽
中
村
俊
一

■
退
職
（
３
月
　
日
付
）

３１

▽
中
村
典
弘
　
▽
吉
田
元
紀
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町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
は
、
町

民
と
町
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

直
接
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
も
の
で
す
。　

人
１０

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
随

時
申
し
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
町
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

□
開
催
期
日
   皆
さ
ん
が
希
望

す
る
日
（
日
曜
日
は
除
く
）

□
開
催
時
間
   皆
さ
ん
が
希
望

す
る
時
間
（
午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
９
時
の
間
で
１
時
間

　
分
程
度
）

３０
□
申
込
資
格
   町
内
在
住
の
か

た
で
概
ね
　
人
以
上
の
団

１０

体
・
グ
ル
ー
プ

□
開
催
会
場
   町
内
の
公
共
的

施
設
を
申
込
者
が
設
定
す
る

□
申
込
方
法
   開
催
希
望
日
の

　
日
前
ま
で
に
企
画
財
政
課

１４へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し

　
　
　
込
む

※
今
年
度
は
、
町
政
地
区
別
懇
談
会
を

実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
元
気
な
華
の
里
づ
く
り
支
援
事
業

は
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
町
民
の
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◆
ス
タ
ー
ト
《
仲
間
を
集
う
》

　
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
行
お
う
と
す
る
概
ね
５
人

以
上
の
団
体
の
設
立
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

□
助
成
限
度
額
　
　
万
円

２０

□
応
募
資
格
者
　
町
内
在
住
の
か
た

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
《
や
っ
て
み
る
》

　
活
気
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
団
体
等
が
具
体
的
に

実
践
し
よ
う
と
す
る
事
業
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ハ
ー
ド
事
業
や
町
の
ほ
か

の
補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
事
業
ま
た
は
対
象
と
な
る
事
業
は

除
か
れ
ま
す
。

□
助
成
限
度
額
   １
事
業
１
０
０
万
円

□
応
募
資
格
者
　
町
内
在
住
の
か
た

ま
た
は
町
内
を
中
心
に
活
動
す
る

団
体
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
と
は

焔
集
会
所
へ
花
壇
を
設
置
す
る
（
環
境

改
善
活
動
）

焔
子
供
た
ち
と
老
人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
世
代
間
交
流
事
業
）
、

焔
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
印
刷
物
作

成
（
産
業
振
興
事
業
）
な
ど

※
詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す

町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち
づ
く
り

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
実
現
の
た
め

　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
や
る
気
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

元
気
な
華
の
里
づ
く
り
支
援
事
業

町　民
と
対　話

　
企
画
財
政
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

　
企
画
財
政
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

補助金を活用して作成した

「安全マップゲーム」
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喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
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喝

喝
喝
喝
喝
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喝
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喝
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喝
喝
喝
喝
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喝

  ７月２４日からテレビ放送がデジタル

化され、これまでのアナログテレビは

映らなくなります。これからテレビの

買換えが増えると思いますが、要らな

くなったテレビは、空き地やごみス

テーションなどには決して捨てないで

ください。廃棄物の不法投棄は犯罪で

す。

  買換えで要らなくなったテレビはお

店に引き取ってもらい、リサイクルへ

回しましょう。

  買換えでなく、余分になった古いテ

レビの処分に困った時は、最寄りの電

気店に相談してください。

※ご不明の点については、 環境水道課

(内線１７２）または群馬県東部環境事務

所（山３１・２５１７)へお問い合わせくだ

さい。

いらなくなった
テレビはリサイクルへ

敷
地
内
禁
煙
で
す

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

　
　
　
　
　
　
素
敵
な
出
会
い
を

　
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
き
っ
と
出

逢
え
る
ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
日
時
　
６
月
４
日
　
　
午
前
９
時

（土）

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
八
王
子
農
園
（
太
田
市
管
塩

町
１
０
２
９
倆
１
０
）

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
独
身
男
女
　

２０

□
内
容
　
男
女
の
交
流
を
目
的
と
し

た
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

□
人
数
　
　
人
（
男
女
各
　
人
）

４０

２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
１
週
間
前
頃

に
通
知
い
た
し
ま
す
。

□
参
加
費
　
男
性
３
、
５
０
０
円
、
女

性
５
０
０
円

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

１０

（火）

□
申
込
方
法
   は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル

（
  

k
e
iza
i-in
fo
@
to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u

n
m
a
.jp

）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
　
・
３

８４

１
１
４
）
で
経
済
建
設
課
へ
申
し
込

む
※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
郵

便
番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

□
申
込
先
　
　

・
〒
３
７
０
倆
０
７
９
５

・
明
和
町
新
里
２
５
０
番
地
１

・
明
和
町
経
済
建
設
課
産
業
振
興
係
　

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委
員
会
（
経

済
建
設
課
内
）
ま
た
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
出
逢
え
る

ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
参
加
者
募
集

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
２

　
た
ば
こ
の
煙
や
臭
い
は
、
職
場

や
集
会
場
で
も
何
か
と
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
快
適

な
環
境
づ
く
り
の
た
め
受
動
禁
煙

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
次
の
施
設
は
、
敷
地
内
禁
煙
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
社
会
福

祉
会
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
東
・

西
学
童
保
育
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
東
・
西
小
学
校
▼
中
学
校
▼
こ
ど

も
園
▼
給
食
セ
ン
タ
ー
▼
中
央
公

民
館
▼
社
会
体
育
館
▼
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
▼
海
洋
セ
ン
タ
ー
▼

各
浄
水
場
▼
各
も
っ
た
い
な
い
館

　
北
川
大
介
フ
ァ
ン
の
集
い
（
代
表

小
川
房
子
さ
ん
）
は
「
町
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
５
万
円
を

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
動
喫
煙
っ
て

　
健
康
増
進
法
で
は
、「
室
内
ま
た

は
こ
れ
に
準
じ
る
環
境
（
乗
り
物
の

中
な
ど
）
で
、
自
分
の
意
志
と
は
関

係
な
く
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ

さ
れ
る
」
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と

定
め
て
い
ま
す
。 

お願い
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日
本
は
世
界
一
の
が
ん
大
国
！

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
家
族
の
た
め
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】　

纂
対
象
　
　
～
　
歳

２０

７９

　
近
年
　
～
　
歳
代
で
急
増
中
し
て

２０

３０

い
ま
す
。
前
が
ん
状
態
で
発
見
で
き

れ
ば
、
部
分
的
切
除
で
治
療
が
で
き
、

子
宮
を
全
摘
し
な
く
て
も
す
、
そ
の
た

め
治
療
後
で
も
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
宮
の
入
り
口

の
細
胞
を
と
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査

で
、
２
～
３
分
で
す
み
ま
す
。
今
年
こ

そ
は
勇
気
を
出
し
て
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
集
団
検
診
の
日
程
が
合
わ
な
い
場

合
は
、《
表
１
》
の
子
宮
が
ん
検
診
指
定

医
療
機
関
で
個
別
に
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
個
別
検
診
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
受
診
票
が
異
な
り
ま
す
の
で

事
前
に
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
が
ん
・
乳
ガ
ン
検
診
を
次
の
日

曜
日
に
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
５
月
　
日
・
　
日
　

２２

２９

□
受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
２

時
□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

１６

（月）

□
受
付
人
数
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

　
こ
の
外
に
も
６
月
中
の
平
日
に
４

日
間
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

【
乳
腺
甲
状
腺
検
診
】
　

纂
対
象
　
　
～
　
歳

４０

７９

　
現
在
、
女
性
の
　
人
に
１
人
が
乳
が

２０

ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。　

歳
代
か

３０

ら
増
え
は
じ
め
、　

歳
前
後
で
ピ
ー
ク

５０

を
む
か
え
ま
す
。
触
診
だ
け
で
な
く

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な

が
ん
も
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
部
分

的
切
除
で
す
み
乳
房
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、　

歳
の
か
た
に
も
が
ん

６５

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま

す
の
で
必
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
平
成
　
年
４
月
１
日
時
点
で
の
年

２３

齢
を
基
準
と
し
て
、
次
の
か
た
に
送
付

し
ま
す
。
受
診
の
際
に
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

帰
子
宮
が
ん
　
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・

２０

２５

３０

　
歳
・
　
歳
の
か
た
（
４
、
７
２
５

３５

４０

円
相
当
の
検
診
が
無
料
）

帰
乳
腺
甲
状
腺
検
診
　
　
歳
・
　
歳
・

４０

４５

　
歳
・
　
歳
・
　
歳
・
　
歳
の
か
た

５０

５５

６０

６５

（
８
、
５
８
９
円
相
当
の
検
診
が
無
料
）

帰
大
腸
が
ん
検
診
　
　
歳
・
　
歳
・
　

４０

４５

５０

歳
・
　

歳
・
　

歳
の
か
た
（
１
、
７

５５

６０

７
４
円
相
当
の
検
診
が
無
料
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

纂
対
象
　
　
～
　
歳

３０

７９

　
近
年
急
増
中
で
す
。
２
日
間
の
便

を
と
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
で
す
。

健
康
づ
く
り
課
に
て
検
査
キ
ッ
ト
を

販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
購

　
館
林
都
市
計
画
道
路
の
都
市
計

画
案
（
県
案
）
の
変
更
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
意
見
の
あ
る
か
た

は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
変
更
内
容
に
つ
い
て
】

  今
回
の
変
更（
左
表
）は
、国
道

１
２
２
号
バ
イ
パ
ス
事
業
計
画

の
変
更
に
伴
い
行
う
も
の
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

５
月
か
ら
検
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

検
診
で
健
康
を
鎧

《表１》子宮がん検診指定医療機関

都
市
計
画
変
更
案（
県
案
）

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

変更内容路線名路線番号

幅員の変更、車線数の決定１２２号線３・３・１６

延長の変更、車線数の決定南部環状線３・４・１７

延長の変更、車線数の決定矢島南大島線３・４・６０

  車線数の決定南大島江口線３・４・６１

延長の変更、車線数の決定江口大佐貫線３・４・６２

邑 楽 郡館 林 市

井上医院

山８８・６３００

土井ﾚﾃ゙ｨｽｸﾘﾆｯｸ

山７２・８８４１

真中医院

山７２・１６３０

小西医院

山８６・２２６１

落合医院

山７２・３１６０

根岸産婦人科医院

山７２・３２６３

館林厚生病院　山７２・３１４０

予約 月～金曜日 午前１０時～正午

（婦人科外来へ電話申込）

まりﾚﾃ゙ｨｽｸﾘﾆｯｸ

山７６・７７７５

（予約が必要）

平成２２年度がん検診
受診者  約６，６００人
がん（疑い含む）１２人



（１７）広報めいわ　平成２３年４月１０日

『梨のほほ笑み』
町の特産品の梨で造られた
ワインです。

入
し
受
診
票
と
と
も
に
検
診
会
場
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
胃
が
ん
検
診
】

纂
対
象
　
　
～
　
歳

３０

７９

　
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
撮
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
で

す
。
バ
リ
ウ
ム
は
年
々
改
良
さ
れ
て

お
り
、
大
変
飲
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
胃
が
ん

は
、
治
り
や
す
い
が
ん
の
一
つ
で
す
。

【
肺
が
ん
検
診
】

纂
対
象
　
　
～
　
歳

４０

７９

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
あ
わ
せ
て

 喀
痰
 の
検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

か
く
た
ん

タ
バ
コ
を
吸
う
か
た
に
多
い
肺
門
部

肺
が
ん
は
、
背
骨
や
気
管
等
と
重
な
り

発
見
し
に
く
い
が
ん
で
す
。
喀
痰
検

査
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
検
査
は

無
料
で
す
の
で
、
事
前
に
健
康
づ
く
り

課
で
喀
痰
容
器
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
３
日
分
の
朝
の
痰
を
と
り
、
受
診
票

と
と
も
に
検
診
会
場
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
前
立
腺
が
ん
】

纂
対
象
　
　
～
　
歳

５０

７９

　
特
定
健
診
の
血
液
検
査
に
あ
わ
せ

て
実
施
し
ま
す
。
単
独
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
再
開
に
つ
い
て

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及
び

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
同
時
接

種
後
の
死
亡
例
が
複
数
報
告
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
平
成
　
年
３
月
４
日
以

２３

降
、
専
門
家
に
よ
る
評
価
を
実
施
す
る

ま
で
の
間
、
念
の
た
め
、
接
種
を
一
時

的
に
見
合
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
去
る
３
月
　
日
に
専
門
家
の
会
議

２４

に
お
い
て
、
安
全
性
上
の
懸
念
は
な
い

と
の
評
価
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
は
４

月
１
日
か
ら
接
種
を
再
開
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
は
、
送
付
済
み
の
資
料
を
よ

く
お
読
み
い
た
だ
き
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し

て
い
ま
す

　
町
で
は
、
２
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
現
在
、
全
国
的
に
ワ
ク
チ

ン
が
不
足
し
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
か
ら

医
療
機
関
に
ワ
ク
チ
ン
が
納
め
ら
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
安
定
供
給
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
７
月
頃
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
接
種
を
開
始
し
て

い
な
い
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
約

が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
の
で
、
安

定
供
給
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
接
種
を

見
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
高
校
１
年
生
の
か
た
に
つ

き
ま
し
て
は
、
特
例
措
置
と
し
て
、　２３

年
度
も
接
種
対
象
と
し
ま
し
た
の
で
、

な
る
べ
く
早
め
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

【
都
市
計
画
案
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

■
縦
覧
期
間
　
４
月
　
日
　
～
４

１２

（火）

月
　
日
　
（
土
・
日
は
除
く
）

２６

（火）

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　

３０

１５

分
■
縦
覧
場
所
　
役
場
都
市
計
画
課
、

群
馬
県
庁
、
館
林
土
木
事
務
所
、

館
林
市
役
所

【
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

　
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人
の

方
は
、
住
所
・
氏
名
・
意
見
要
旨

を
記
入
し
た
意
見
書
を
群
馬
県
知

事
あ
て
に
提
出
で
き
ま
す
。

□
提
出
期
間
　
４
月
　
日
　
～
　

１２

（火）

２６

日
　
（
必
着
）

（火）

□
提
 出
 先
　
県
都
市
計
画
課
（
〒

３
７
１
倆
８
５
７
０
　
前
橋
市

大
手
町
１
倆
１
倆
１
  県
庁
内
）

※
郵
送
の
ほ
か
、
各
縦
覧
会
場
経

由
で
も
提
出
は
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
町
都
市
計
画
課
（
山
　
・
３
１

８４

１
１
　
内
線
１
３
２
）
、
県
庁

都
市
計
画
課
（
山
０
２
７
・
２

２
６
・
３
６
５
４
）
、
館
林
土
木

事
務
所
（
山
　
・
４
３
５
５
）、

７２

館
林
市
役
所
  都
市
計
画
課（
山

　
・
４
１
１
１
　
内
線
４
０
８
）

７２

　
平
成
　
年
度
入
漁
証
行
使
料
金
お

２３

よ
び
入
漁
証
の
使
用
で
き
る
範
囲
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
入
漁
証
行
使
料
金
（
税
込
み
）】

◆
全
漁
券
　
４
、
５
０
０
円
（
コ
ロ
ガ

シ
、
友
釣
、
ド
ブ
釣
、
流
し
、
釣
） 

◆
投
網
券
　
６
、
７
０
０
円
（
コ
ロ
ガ

シ
、
投
網
、
流
し
）　
　
　
　

【
入
漁
証
の
使
用
で
き
る
範
囲
】 
    

 ◆
利
根
川
（
福
島
橋
下
流
端
よ
り
下
流

板
倉
地
先
ま
で
）

◆
広
瀬
川
・
粕
川
・
石
田
川
・
早
川
・

蛇
川
地
区
内
全
域

◎
入
漁
証
購
入
希
望
者
は
、
役
場
経
済

建
設
課
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
東
毛
漁
業
協
同
組
合

（
山
０
２
７
０
・
２
６
・
１
１
４
３
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
　
年
度

２３

入
漁
証
行
使
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
２



（１８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
２
月
　
日
か
ら
、
ご
自
宅
（
※
）
で

２８

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
困
難
な
か
た
の

た
め
に
、
４
月
　
日
　
よ
り
役
場
で
申

２０

（水）

請
し
て
い
た
だ
く
事
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
共
済
年
金
は
対
象
外
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で
き
る
か

た
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

）
へ
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は

　
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
が
一
覧

で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
加
入
制
度
（
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
）
ご
と
の
詳
細
な

記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◎
役
場
で
の
申
請
の
流
れ

　
①
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
申
込
書
を
記

入
→
②
本
人
確
認
→
③
年
金
記
録
の

プ
リ
ン
ト
と
年
金
記
録
の
見
方
を
説

明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

◎
受
付
場
所

　
健
康
づ
く
り
課
保
険
年
金
係
（
３
番

窓
口
）

◎
受
付
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。
）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

年
金
加
入
記
録
照
会
が
役
場
で
も
で
き
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
町
で
は
、
口
座
振
替
制
度
の
推
進
を

し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
は
、
納
付
金
を
金
融
機

関
ま
た
は
郵
便
局
の
預
貯
金
口
座
か

ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振
替
で
納
付

で
き
ま
す
。

　
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ
出

向
く
必
要
も
な
く
、
納
め
忘
れ
が
な
い

の
で
安
心
で
す
。
一
度
手
続
き
す
る

と
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
た
い
へ

ん
便
利
な
制
度
で
す
。

【
口
座
振
替
の
利
用
で
き
る
納
付
金
】

　
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
水
道
料
、
こ
ど
も
園
保
育
料
、

給
食
費

【
取
扱
金
融
機
関
】

　
群
馬
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
足
利
銀

行
、
東
和
銀
行
、
館
林
信
用
金
庫
、
桐

生
信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
邑
楽

館
林
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）

　
町
指
定
の
金
融
機
関
が
す
べ
て
の

本
・
支
店
（
支
所
）
で
口
座
振
替
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
申
込
方
法
】
　
　

　
町
指
定
金
融
機
関
や
役
場
（
税
務

課
）
に
置
い
て
あ
り
ま
す
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
金

融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

に
、
①
預
（
貯
）
金
通
帳
、
②
通
帳
届

出
印
、
③
納
税
（
付
）
通
知
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【
振
替
開
始
日
】

　
申
し
込
み
が
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
の
承
認
を
経
て
、
毎
月
　
日
ま
で

15

に
税
務
課
で
受
付
け
た
場
合
は
、
翌
月

か
ら
振
り
替
え
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
の
場
合
は
翌
々
月
か
ら
の
振
り

替
え
と
な
り
ま
す
。
　

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
税
務
課
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
１
３

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
・
確
実



（１９）広報めいわ　平成２３年４月１０日

　館林商工高校生徒５人が課
題授業で作成したキャラク

ターです。左が「なっすぃー」

右が「ぷっとぅー」です。

　
町
で
は
、
生
後
３
か
月
以
上
の
犬
を

対
象
に
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す
。

【
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
】

□
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回
（
平
成
　２３

年
４
月
１
日
以
降
）

□
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１
回

□
料
金

・
登
録
済
み
の
犬
１
頭
に
つ
き

　
３
、
３
０
０
円
（
注
射
の
み
） 

・
未
登
録
の
犬
１
頭
に
つ
き

　
６
、
３
０
０
円
（
注
射
・
登
録
）

□
日
程
　
下
の
日
程
表
の
と
お
り

【
犬
・
猫
の
断
種
手
術
補
助
金
】

　
飼
い
主
の
望
ま
な
い
犬
猫
の
繁
殖

に
よ
る
野
犬
な
ど
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
に
、
犬
猫
の
避
妊
・
断
種
手
術

に
対
し
て
町
が
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
補
助
対
象
者
   町
内
在
住
の
販
売
を

目
的
と
し
て
い
な
い
犬
・
猫
（
犬
の

場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く

登
録
を
し
、
予
防
注
射
を
受
け
て
い

る
こ
と
）

□
補
助
金
額

・
避
妊
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
１
万
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
８
、
０
０
０
円

・
断
種
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
５
、
０
０
０
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持
参
し
、

環
境
水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

《
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
》

　
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
の
か
た
が
責

任
を
持
っ
て
必
ず
片
づ
け
ま
し
ょ
う
。

実　施　場　所　・　時　間期　日

田島出荷所
１０：５０～１１：３０

東部児童館
９：５５～１０：３５

斗合田集落センター
９：００～９：４０５月

１９日(木) 中谷教学院
１４：４０～１５：２０

梅原集落センター
１３：５０～１４：３０

江口集落センター
１３：００～１３：４０

大輪公民館
１０：５０～１１：３０

館林農協佐貫支所
９：５５～１０：３５

大佐貫農構改善センター
９：００～９：４０

２０日(金)
役場駐車場西側
１４：４０～１５：２０

南大島農構改善センター
１３：５５～１４：３０

矢島公民館
１３：００～１３：４０

役場駐車場西側
９：００～１１：３０

２１日(土)

役場駐車場西側
９：００～１１：３０

２９日(日)

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
７
２

■狂犬病予防注射日程表

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
が
対
象

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

◎
役
場
で
の
申
請
Q
&
A

Q
１
   受
付
の
際
に
必
要
と
な
る
提
出

書
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

A
１
　

①
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
照
会
番
号

（
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
に
記
載
）
な

ど
が
わ
か
る
も
の

②
お
客
様
の
本
人
確
認
書
類

本
人
確
認
書
類
の
例

　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

顔
写
真
付
き
証
明
書
で
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
。
写
真
付
き
で
な
い
場

合
は
、
２
種
類
以
上
の
証
明
書
（
年
金

手
帳
、
健
康
保
険
証
、
住
民
票
の
記
載

事
項
証
明
書
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

Q
２
　
代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す

か
。

A
２
　
は
い
。
申
請
者
本
人
の
委
任

が
あ
れ
ば
家
族
や
友
人
で
も
代
理

人
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
、
申
請
者
本
人
の
署
名
捺
印
入

り
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Q
３
　
基
礎
年
金
番
号
や
照
会
番
号

を
確
認
で
き
る
書
類
は
窓
口
へ
必

ず
持
っ
て
行
く
の
で
す
か
。

A
３
　
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
か
な

く
と
も
、
基
礎
年
金
番
号
あ
る
い
は

照
合
番
号
を
お
申
し
出
い
た
だ
け

れ
ば
、
お
調
べ
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
番
号
が
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い
場
合
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。

Q
４
　
電
話
や
郵
便
で
申
請
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
か
。

A
４
　
電
話
や
郵
送
で
の
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
。
必
ず
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（２０）

卒業証書を受ける卒業生

　３月２４日、明和西小学校および東小学校で卒業式

が行われました。両校とも東日本大震災の犠牲者に

対し黙とうを捧げてから開式、保護者や恩師が見守

る中、１０１人（西小６８人、東小３３人）の卒業生全

員が、校長先生から卒業証書を受け取りました。

　式の終盤では、お世話になった先生がたや思い出

の詰まった母校とお別れしなくてはならない淋しさ

に涙しつつも、未来への決意新たに学舎を巣立って

いきました。

新たな希望を抱いて
西・東小学校卒業式

卒業合唱に思いを込めて

　明和中学校第４９回卒業式が３月１１日、思い出深

い同校体育館で行われました。今年の卒業生１１７人

は、期待を寄せる保護者や町関係者らの見守る中、

卒業証書を受け取りました。山田孝充校長は式辞の

中で、「全校一心の精神を忘れないこと、人を信じる

ことは生きる源です」「人との出会いを大切に、そし

て学び、感性を磨いてください」「夢を持ち続けるこ

と、大きな夢を描き達成するよう努力する」。の３

つをはなむけの言葉としました。

思い出と希望を胸に旅立ちの日
中学校卒業式

元気な歌声を披露する修了児

　３月２３日、こども園で修了式が開かれ、７５人の園

児たちが楽しかった園生活の思い出を胸に巣立って

いきました。小熊園長は挨拶で東日本大震災にふれ、

「もっとやさしい子に、もっともっと強い子になっ

て欲しい」と話していました。

　年中児から送ることばとして「ともだちになるた

めに」の歌が、修了児からはお別れの言葉として「ぼ

くたちのうた」が式場に響き渡りました。

頼もしく成長した姿に感激
こども園修了式

被災地に届ける支援品

ご協力ありがとうございました

　３月２６日～２９日の４日間、役場西側駐車場にて

ごみ袋引換券とごみ減量化報償品の交換業務を行い

ました。これは、資源ごみの分別などで可燃ごみの

減量化に協力いただいた世帯に、余ったごみ袋引換

券と報奨品と交換するものです。今年は、交換にこ

られたかたから「被災地への支援に役立ててくださ

い」とたくさんの寄附をいただきました。

　ご寄附をいただきました支援品は、群馬県を通じ

て被災地に届けます。

　ご協力ありがとうございました。
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（２１）広報めいわ　平成２３年４月１０日

地域子育て創生事業費補助金を活用
群馬県子育て支援特別対策事業

　　地域の実情に応じた創意工夫のある子育て支援活動に関する取組を支援することに
より、すべての家庭が安心してこどもを育てることができるような環境を整備すること

を目的としています。この補助金で下記の事業を行いました。

　【公民館】

　子どもたちの遊び場として４月１日にキッズルームを

オープンしました。ボールプール、トランポリン等の遊具

や絵本・図鑑・紙芝居があります。

　また、絵本等の「読み聞かせ」を実施します。子育て中の

親子の交流の場として、ぜひご利用ください。

　【図書館】

　読み聞かせの促進につなげるよう館

内に読み聞かせコーナーを設置し、子

どもたちの読書環境を推進するために、

新しい児童書を追加しました。

　【子育て支援センター】

　絵本・紙芝居や室内遊具等を新たに購入し、整備しましたの

で、ぜひ遊びに来てください。

ふれあい保育事業：就学前の親子を対象に毎週火・水・木曜

日(午前１０時～正午）開催しています。

　【ふるさとの広場・にっさと公園】

　子育て家族が外出しやすい環境を整備

するため、ベビーシートを設置しました

ので、ご活用ください。
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INFORMATION

（２２）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲示示示示示示示示示示掲示板板板板板板板板板板板
 …問い合わせ先

□申 …申し込み先

糸…メールアドレス

:…ウェブサイト

問

（２２）

　
４
月
か
ら
障
が
い
基
礎
年
金

の
子
加
算
が
改
正
さ
れ
、
配
偶

者
が
障
が
い
基
礎
年
金
受
給
者

で
あ
る
か
た
は
、
配
偶
者
に
支

給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
ま
た

は
障
が
い
年
金
の
子
加
算
の
ど

ち
ら
か
額
の
多
い
か
た
が
、
対

象
の
子
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
受
給

で
き
ま
す
。

□
対
象
　
配
偶
者
が
障
が
い
基

礎
年
金
（
国
民
年
金
ま
た
は

厚
生
年
金
保
険
法
一
級
相

当
）
を
受
給
中
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
（
支
給
停
止
を
含
む
）

②
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
が
　
歳
に
達
す
る
日

１８

以
後
最
初
の
３
月
　
日
ま
で

３１

に
あ
る
子
（
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
　
歳
ま
で
）

２０

を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
監
護
し
同
一
生
計
の
父

※
該
当
す
る
年
金
を
申
請
中
の

人
も
含
み
ま
す
。

※
障
が
い
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
て
も
母
子
世
帯
・
父
子
世

帯
は
受
給
変
更
の
対
象
外
で
す
。

架
　
住
民
福
祉
課
（
倡
１
４
４
）

　
障
が
い
年
金
の
加
算
は
、
受

給
権
者
の
障
が
い
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級
で
、
か
つ
障
が
い

年
金
受
給
権
利
発
生
時
点
で
生

計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や

子
ど
も
が
い
る
場
合
に
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
施
行
の
「
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
受
給
権
利
発

生
後
に
配
偶
者
や
子
ど
も
の
生

計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
も
届
出
に
よ
り
加
算
し

ま
す
。

　
厚
生
年
金
に
つ
い
て
　
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
山
０
５

７
０
・
　

・
１
１
６
５
）
、
国

０５

民
年
金
に
つ
い
て
　
健
康
づ

く
り
課
（
倡
１
２
５
）

　　
毎
年
３
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
「
カ
ラ
ス
の
巣
」
を
原
因
と

し
た
停
電
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
の
繁
殖
期
に
あ
た
る

こ
の
時
期
は
点
検
を
強
化
し
て

い
ま
す
が
、
も
し
電
柱
に
カ
ラ

ス
の
巣
を
見
つ
け
た
時
は
、
東

京
電
力
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

（
山
０
１
２
０
・
　
・
５
２
２
２
）

９９

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
日
時
  ５
月
５
日
　
　
午
前

（水）

　
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

１０午
後
４
時
、
午
後
５
時
～
午

後
９
時

□
対
象
   中
学
生
以
下
の
か
た

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
山
　
・
８４

５
５
１
１
）　
　

　
自
動
車
税
は
県
内
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
納
税
で
き
ま
す
。
５
月
　
日
１０

を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
館
林
行
政
県

税
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
障
が
い
手
帳
を
お
持

ち
の
か
た
で
、
障
が
い
の
程
度

や
自
動
車
の
所
有
者
な
ど
一
定

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税

が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
申
請
期
限
・
５
月
　
日
　
）
。

３１

（火）

　
館
林
行
政
県
税
事
務
所
県
税

課
（
山
　
・
４
４
６
１
）
、
群

７２

馬
県
自
動
車
税
事
務
所
（
山

０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３
）

※
軽
自
動
車
は
市
町
村
税
で
す
。

納
付
場
所
な
ど
は
、
税
務
課
（
倡

１
１
４
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
　２４

日
正
午
か
ら
、
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク

の
「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行

し
、
　

時
ま
で
に
は
す
べ
て
の

２４

放
送
が
終
了
（
完
全
停
波
）
し

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

た
め
の
準
備
を
し
な
い
と
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

お

知

ら

せ

児
童
扶
養
手
当
の
取
り

扱
い
が
変
わ
り
ま
す

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま

で
残
り
約
１
０
０
日

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
こ
ど
も

の
日
に
無
料
開
放
し
ま
す

自
動
車
税
は
５
月
　
日
３１

ま
で
に
忘
れ
ず
に

東
京
電
力
か
ら
の
お
願

い

明和まつりを
一緒に盛り上げませんか

　明和まつり実行委員会では、７月
３１日（日）にされる明和まつりを一緒
に盛り上げてくれる一般出演者を募
集します。

■対象　町内に在住または在勤のか
たで３人以上のグループ・団体（代
表者は２０歳以上のかた）

■申込期限　５月１０日（火）
※詳しくは、明和まつり事務局（経済
建設課内）内線１５２へお問い合せくだ
さい。

明和まつりを
一緒に盛り上げませんか

問

問



（２３）広報めいわ　平成２３年４月１０日

　
７
月
　
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

２４

終
了
が
近
づ
く
に
従
い
、
ア
ン

テ
ナ
の
設
置
・
調
整
な
ど
の
工

事
が
集
中
し
、
同
日
ま
で
に
間

に
合
わ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
早

め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
デ
ジ
の
準
備
で
「
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
か
た
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ

た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

で
き
な
い
」
と
い
う
か
た
に
は
、

デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　
デ
ジ
サ
ポ
群
馬
（
総
務
省

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）（
山
０
２
７
・
２
０
２
・

１
１
０
０
）

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
で
地

デ
ジ
に
対
応
で
き
な
い
世
帯
に

は
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償

給
付
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
世
帯
向
け
支
援
（
山
０
５

７
０
・
０
３
３
８
４
０
）

②
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
向

け
支
援
（
山
０
５
７
０
・
０

２
３
７
２
４
）

□
日
時
  ５
月
４
日
　
　
午
前

（水）

　
時
～
午
後
２
時

１０
□
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
お

う
ら
創
造
の
森
」（
邑
楽
町
大

字
中
野
地
内
、
群
馬
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
）

□
内
容
  苗
木
配
布
会
、
き
の
こ

ほ
だ
木
（
植
菌
し
た
も
の
）

配
布
会
、
寄
せ
植
え
教
室
、

み

ど

り

の

相

談

室
、
ネ

イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
樹
木
医

に
よ
る
樹
木
観
察
教
室
、
庭

木
の
植
え
方
教
室
、
剪
定
鋏
・

刈
込
鋏
の
研
ぎ
方
教
室
、
展

示
・
販
売
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、
荒
天

時
に
は
、
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
山
　
・
７
１
８
８
）

８８

　
　

　
町
で
は
重
度
心
身
障
が
い
者

お
よ
び
高
齢
重
度
障
が
い
者
、

母
（
父
）
子
家
庭
お
よ
び
子
ど

も
の
健
康
管
理
の
向
上
の
た
め
、

自
己
負
担
分
の
医
療
費
の
扶
助

を
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
医
療
の
対
象
者
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
の
に

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を

お
持
ち
で
な
い
か
た
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。 
 

   健
康
づ
く
り
課
（
倡
１
２

５
）

福
祉
医
療
制
度
の
ご
案

内

【福祉医療対象者一覧表】

〈
広
告
〉

串

釧

櫛

屑
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空
空
空
空
空
空
空
空
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偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
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  『広報めいわ』でお店や会社をＰＲしませんか？

 発行部数４，３００部、毎月１０日発行

 大きさ　縦４５㎜×横８８㎜（この枠の大きさです）

 料金　１月５，０００円　６か月２５，０００円　１２か月５０，０００円
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遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 有料広告募集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
  『広報めいわ』でお店や会社をＰＲしませんか？

 発行部数４，３００部、毎月１０日発行

 大きさ　縦４５㎜×横８８㎜（この枠の大きさです）
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お
う
ら
創
造
の
森
「
み
ど

り
の
集
い
」
の
ご
案
内

問

問

問

高齢重度障害者医療費助成重度心身障害者医療費助成

下記(1)～(4)の全てに該当する者
(1)医療保険加入者
(2)明和町区域内居住者
(3)後期高齢者医療の被保険者
(4)次のいずれかに該当する障害を有する者  
　ア．国民年金法施行令別表の１級
　イ．身体障害者手帳の１級または２級
　ウ．療育手帳ＡまたはＢ１(Ｂ中)

下記(1)～(4)の全てに該当する者
(1)医療保険加入者
(2)明和町区域内居住者
(3)後期高齢者医療の被保険者以外の者
(4)　次のいずれかに該当する障がいを有する者
　ア．特別児童扶養手当の支給に関する法律施行令別表３の１級
　イ．国民年金法施行令別表の１級
　ウ．身体障害者手帳の１級または２級
　エ．身体障害者手帳の３級で１８歳未満の児童
         (１８歳に達する年度の３月３１日までの者)
　オ．療育手帳ＡまたはＢ１(Ｂ中)

子ども医療費助成母子家庭等・父子家庭医療費助成

下記(1)(2)に該当し、(3)に該当する者
(1)医療保険加入者
(2)明和町区域内居住者
(3)義務教育終了前の子ども
     (１５歳に達する年度の３月３１日までの子ども)　

下記(1)(2)に該当し、(3)、(4)または(5)に該当する者　
(1)医療保険加入者
(2)明和町区域内居住者
(3)母子および寡婦福祉法第６条第１項に規定
　 する配偶者のない女子で、１８歳未満の児童
　 (１８歳に達する年度の３月31日までの者を
　含む)を扶養している者および該当する児童
(4)父子家庭の父子（所得税非課税者)
(5)父母のない１８歳未満の児童(１８歳に達する年度の３月３１日
までの者を含む)

対
　
象
　
者



（２４）

INFORMATION
□
日
時
  ５
月
　
日
　
　
午
前
７

２０

（金）

時
　
分
３０

□
場
所
　
板
倉
ゴ
ル
フ
場

□
対
象
   一
般
男
女
（
町
外
の
か

た
も
参
加
可
能
）

□
定
員
　
　
人
８０

□
参
加
費
   ５
０
０
円
（
参
加
賞
・

保
険
代
）
申
込
時
に
支
払
う

□
プ
レ
ー
費
   ７
、
５
７
５
円

※
直
接
ゴ
ル
フ
場
で
支
払
う

□
申
込
期
間
   ４
月
　

日
　

～

１３

（水）

５
月
１
日
　
（
月
曜
日
の
休

（日）

館
日
を
除
く
）

　
直
接
社
会
体
育
館
へ

　
社
会
体
育
館
（
山
　
・
４
６

８４

２
６
）　
 

　
水
中
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

水
中
大
運
動
会
）
で
、
楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
  ５
月
　
日
　
　
午
前
　

１５

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

５０

□
申
込
期
間
  ４
月
　
日
　
～
   

１９

（火）

   ５
月
　
日
　
（
月
曜
日
の
休
館

１１

（水）

日
を
除
く
）

   直
接
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
山
　
・
５

８４

５
１
１
）

□
テ
ー
マ
「
初
夏
に
行
う
庭
木

（
マ
ツ
）
の
剪
定
」

□
日
時
　
５
月
　

日
　
　
午
前

１９

（木）

　
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）　

１０
□
場
所
   県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
大
字
中
野
３
９
２
４
倆

１
）

□
講
師
　
大
澤
政
夫
先
生
（
樹
木

医
）

□
受
講
料
　
無
料

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

６０

□
申
込
受
付
　
４

月
　

日
　

　

２５

（月）

午
前
８
時
　
分
電
話
受
付
開

３０

始
   群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
山
　
・
７
１
８
８
）

８８

 
 
    

   町
内
に
は
幼
児
～

中
学
生
を
対
象
に
８

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
あ
り
、
東
西

小
学
校
校
庭
・
体
育
館
、

中
学
校
武
道
場
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

定
期
的
に
練
習
を
し

て

い

ま

す
。
各

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

団
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
お
子
さ
ん
・

父
兄
の
皆
さ
ん
、
見

学
や
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
各
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
代
表
者
（
下
表

参
照
）
ま
た
は
社
会

体
育
館
（
山
　
・
４

８４

６
２
６
）

第
　
回
町
民
ゴ
ル
フ
大

１４
会
参
加
者

町
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
募
集

募

集

し

ま

す

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
４
月

の
緑
化
講
座
の
ご
案
内

春
季
成
人
ア
ク
ア
健
康

ま
つ
り
参
加
者

代表者（電話番号）対象種目名称

落合康秀（８４・５５２１）東西小学校１～６年生サッカー明和ＦＣ

篠木孝夫（８４・５８８９）東西小学校１～６年生野球リトル明和

鈴木    隆（８４・５７３７）東西小学校１～６年生野球明和西ウルトラナインズ

石田真介（８４・２３４７）東西小学校１～６年生野球明和西少年野球クラブ

庄條英樹（８４・４５２４）東西小学校１～６年生バレーボール明和少ＶＣ

丸山六男（７４・７４１８）東西小学校１～６年生剣道明和剣友会

篠木弘樹（８４・５６７２）３歳以上の幼児、小学生・中学生レスリング明和レスリングクラブ

松本一美（８４・２９６０）東西小学校１～６年生バスケットボール明和ミニバスケットボールクラブ

小宅　誠（８４・５６０７）東西小学校１～６年生・中学生
（基本４泳法が泳げる子）

スイミング明和ジュニアスイミングクラブ

笠井康史（８４・２６１７）東西小学校１～６年生・中学生女子ソフトボール明和ジュニアソフトボールクラブ

      【町スポーツ少年団一覧表】

電話　０４８－５８０－７３９１

身近な相続・遺言・成年後見・法務相談室

こちらからご指定の場所へ伺います。（市外有料）

★相談申し込み：まずお電話で日時を御予約ください。

　年中無休ですので、土日祝日でも対応いたします。

〈
広
告
〉

不動産等相続・遺言・後見・離婚問題等

出出出出出出張張張張張張相相相相相相談談談談談談開開開開開開催催催催催催中中中中中中出張相談開催中！！！！！！！

羽生市東６－９－１ケンコーセンター前ビックエー並び（Ｐ有）

行政書士川島・出井事務所

〈
広
告
〉
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科

申

申問

申問

問

問



（２５）広報めいわ　平成２３年４月１０日
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３月の町の事件事故状況

ホトケノザ　シソ科

　記　立岡正夫

　春の七草の中に同じ名の草が入っていて混同しそうですが、

あれはキク科のコウニタビラコといって食べられます。しかし

この草は食用にはなりません。この草は４～５月頃咲くといわ

れますが、風の当たらない暖かい場所ではほとんど一年中咲い

ています。この写真は２月中旬に撮ったもので、草丈も伸び、

ピンク管花がきれいに咲いていました。　　　　　（千津井にて）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　

□日　時  ５月１０日（火）　午前１０時～正

午

□場　所   役場委員会室　

□対　象   明和町民　

□担　当　森尻弁護士

□受付期間　５月１日（日）から８日（日）

までに総務課へお申し込みください

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

□日　時　５月１６日（月）　午前１０時～午

後３時

□場　所　役場会議室

【年金相談】　

□日　時　４月２１日（木）　午前９時３０分

～午後３時

□場　所　館林市役所

※事前の予約が必要です。

【健康相談】

□日　時　４月５日（火）　午前９時３０分

～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　４月１４日（木）　午後１時～

午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２１年４月、２２年４・９・１２月生

※４月からは、１０か月児健診はなくな

ります。

（平成２３年３月１日現在）

　総人口　１１，５３５人　（－１７）
　　男　　　５，７６２人　（－１３）
　　女　　　５，７７３人　（－　４）
　世帯数　　３，８０７世帯（－　３）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………     ３１件
　　士交通事故………　  　４件
　　士その他…………　  　７件
　　士合計……………     ４２件 

３月の町の救急車出動回数

纂地震被害に便乗した悪質業者に注意！

纂計画停電による信号機停止に注意！

定期相談・健診

　士侵入窃盗　　勝勝勝勝  ２件
　士車上ねらい　勝勝勝勝  １件
　士自動車盗　　勝勝勝勝  １件　
　士その他　　　勝勝勝勝  ３件　

　士人身事故……………　２件
　士物件事故……………１４件

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

岡田整形外科
（７２）３１６３

蜂谷病院
（６３）０８８８

神尾内科医院
（７５）１２８８

松井内科医院
（７５）９８８０

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

４月１７日（日）

川島脳外科
（７５）５５１１

福田ペイン
（８４）１２３３

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

ハートクリニック
（７１）８８１０

－４月２４日（日）

新橋病院
（７５）３０１１

富士ｸﾘﾆｯｸ
（２０）１９７１

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

落合医院
（７２）３１６０

－４月２９日（金）

真中医院
（７２）１６３０

真下胃腸科
（６２）２０２５

ミツワ診療所
（７０）３０３０

まりレディス
（７６）７７７５

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

５月１日（日）

ふじの木
（９１）４０７０

かさはら内科
（５５）２５３７

阿部医院
（６２）５４２８

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

ハートクリニック
（７１）８８１０

－５月３日（火）

慶友整形外科
（７２）６０００

加藤医院
（８９）１０３１

おぎわら
（小児科のみ）

（６１）１１３３

菅沼医院
（７２）９０９０

落合医院
（７２）３１６０

－５月４日（水）

海宝病院
（７４）０８１１

三浦医院
（６２）２９１７

金丸内科医院
（８８）３２００

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

まりレディス
（７６）７７７５

－５月５日（木）

小曽根整形
（７２）７７０７

群馬ｱﾚﾙｷ゙ｰ
（８８）５６７８

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

多々良診療所
（７２）３０６０

－５月８日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

寺内医院
（８８）１５１１

阿部医院
（６２）５４２８

土井レディス
（婦人科のみ）

（７２）８８４１

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

５月１５日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～午後１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時




